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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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10
月

下記日程は支部会館を休館します。

10月27日(金)10時～12時

11月30日(木)10時～12時

けんせつプラザ東京

11月１日（水）終日　書記局会議

土・日・祝日も休館

無料経営相談会

支部会館休館のお知らせ

10
月
を
む
か
え
、
新
た
な

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、
有
資
格

者
に
よ
る
石
綿
調
査
結
果
の

報
告
義
務
化
、
そ
し
て
足
場

に
関
し
て
は
、
労
働
安
全
衛
生

規
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
足

場
か
ら
の
墜
落
防
止
措
置
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。
▼
足
場

を
点
検
す
る
と
き
、
作
業
前

は
事
業
者
が
お
こ
な
い
、
点
検

者
の
指
名
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
点
検
者
氏
名

の
記
録
・
保
存
も
必
要
に
な

り
ま
す
。
▼
一
側
足
場
の
使
用

範
囲
も
明
確
化
さ
れ
、
幅
が

1
メ
ー
ト
ル
以
上
の
箇
所
に

お
い
て
足
場
を
使
用
す
る
と

き
は
、
原
則
と
し
て
本
足
場
を

使
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
1

メ
ー
ト
ル
未
満
の
場
合
で
も

可
能
な
限
り
本
足
場
を
使
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
令
和

6
年
4
月
1
日
以
降
）
。
▼

労
働
安
全
衛
生
規
則
は
、
約

5
年
で
改
正
が
あ
る
の
で
、
有

資
格
者
の
方
も
再
講
習
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
▼
東
京
土

建
技
術
研
修

セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
て
い
る
講

習
も
あ
る
の
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

自
分
達
の
安
全

を
守
る
為
に
も
、

ぜ
ひ
ご
活
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
資格講習を活用しよう

（塚原恒平・仕事対策部長）

杉
並
支
部
・
渋
谷
支
部  

合
同
稲
刈
り
体
験

　

８
月
25
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
、
秋
の
拡
大
月
間

も
折
り
返
し
を
過
ぎ
、
残

り
2
週
間
あ
ま
り
の
最
終

盤
に
突
入
し
ま
し
た
。
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
組
合
制
度

の
維
持
や
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
求
の
基
礎
と
な
る
、
組

織
を
大
き
く
す
る
こ
と
は
、

と
て
も
大
事
で
す
。　

　

長
引
く
建
設
不
況
が
続

く
な
か
、
高
齢
化
や
若
年

入
職
者
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
組
織
は
減
少
し
て
い

ま
す
。
そ
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
べ
く
、
次
の
点

に
ご
留
意
の
う
え
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
動
日
は
分
会
セ
ン
タ
ー

に
集
ま
り
ま
し
ょ
う

　

左
記
の
行
動
日
に
は
、

各
分
会
セ
ン
タ
ー
に
集
合

し
て
、
組
合
員
訪
問
を
お

こ
な
い
ま
す
。
訪
問
時
に
は

「
仕
事
と
く
ら
し
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
活
用
し
て
、
仕

事
や
く
ら
し
の
状
況
を
聞

き
取
り
ま
す
。
参
加
者
が

多
い
と
、
班
編
成
で
き
る

た
め
、
効
率
よ
く
回
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
（
行
動

日
の
開
始
時
間
は
役
員
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
）
。

防災学習会２

イベント盛りだくさん
組合の秋３

　９月１日「防災の日」に防災
学習会をおこないました。

　ようやく、過ごしやすい気
候になりつつありますね。
　組合ではさまざまなイベン
トを計画しました。
　イベントでつながろう組合
の秋！

　９月19日に杉並建築協議会（東京土建・杉
並建設・建設ユニオン）で杉並区選出の都議
会議員６名（自民党・共産党・上記3党）に対
し、建設国保次年度都費補助現行水準確保に
関する賛同署名行動をおこないました（全体
８名参加）。
　建設現場で働く仲間の現状と建設国保の重
要性を話し、①建設国保への都費補助現行水
準確保と、②健康保険証の存続などを訴え、都
議会議員全員から快く賛同をいただきました。

次年度国保予算
満額確保へ

賛同署名行動都議会
議　員

　

杉
並
支
部
後
継
者
対
策

部
と
渋
谷
支
部
共
催
に
よ
る

農
業
体
験
第
2
弾
「
稲
刈
り

＆
梨
狩
り
ツ
ア
ー
」
を
茨
城

県
つ
く
ば
市
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
（
参
加
者
46
名
）
。

　

今
年
5
月
の
田
植
え
で
、

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
植

え
た
稲
は
、
先
日
の
豪
雨
に

も
耐
え
、
元
気
に
育
っ
て
い

ま
し
た
。「
う
ま
く
一
列
に
植

え
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
、
ち
ゃ

ん
と
育
つ
ん
だ
ね
。
稲
っ
て

す
ご
い
ね
」
と
感
心
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
農
家
の
方
か
ら
、

刈
っ
た
稲
を
束
ね
る
た
め
の

「
藁
（
わ
ら
）
の
編
み
方
」
を

教
わ
り
ま
し
た
。
続
い
て
鎌

を
使
っ
た
稲
刈
り
、刈
り
取
っ

た
稲
は
稲
架
（
は
さ
）
掛
け

に
し
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。　

事
前
に
用
意
し
た
弁
当
を
食

べ
て
ひ
と
休
憩
。
昼
寝
を
し

た
り
、虫
取
り
を
し
た
り
と
、

大
人
も
子
ど
も
も
そ
れ
ぞ
れ

の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
自
分
た
ち
が

刈
っ
た
稲
の
脱
穀
を
経
験
し

て
、
終
了
し
ま
し
た
。
帰
り

道
、
梨
園
に
移
動
し
て
梨
狩

り
を
楽
し
み
、
帰
路
に
着
き

ま
し
た
。
刈
り
取
っ
た
お
米

は
、
今
月
支
部
に
届
く
予
定

で
す
。

家
族
で

組
合
と

新
体
験

　杉並支部では、組合の制度や建設業の情勢などを伝える「情報発信の
手段」として、「ＬＩＮＥ公式アカウントの登録」をすすめてきました。現
在は673名が登録しています。より多くの方に登録してもらうため、10月末までＬＩＮＥ公式
登録キャンペーンを開催中。登録してくれた仲間のなかから抽選で、豪華景品が当たります。
　また、訪問時にその場で登録していただくと、クオカード（500円分）を贈呈します。

組合新加入者には選べる加入特典があります

　９月・10月の組合新加入者は、次のいずれかの加入特典を選ぶことができます。
❶健診受診料が無料：土建国保加入者の場合は、インフルエンザ予防接種代が無料
❷資格受講料に補助：

東京土建技術研修センター主催の資格講習料を7,000円を上限に補助
❸フルハーネス・空調服購入費用に補助：いずれも7,000円を上限に補助
❹CCUS（建設キャリアアップシステム）登録料に補助：7,000円を上限に補助
★みなさんができる協力を集めて、最終盤・目標達成をめざしましょう！

秋の拡大月間 最終盤へ
10月18日（水）、19日（木）
　　 25日（水）、26日（木）
11月１日（水）

LINE公式登録キャンペーン開催中

10月後半
の行動日

拡大打上式
角田 組織部長

アンケート回答者には

「サクマドロップス」

を贈呈！
※数に限りあり

公明党・松葉 多美子 都議会議員

立憲民主党・関口 健太郎 都議会議員（前列右から２人目）

都民ファースト・茜ケ久保 嘉代子 都議会議員

秋晴れのもと 額に汗して収穫秋晴れのもと 額に汗して収穫

刈り取った稲は
稲架（はさ）干し
します

縄づくりも
体験

秋晴れのもと 額に汗して収穫２
支
部
共
催
で
46
名
が
参
加

登録はコチラから
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区
内
の
地
震
に
関
す
る

地
域
危
険
度
測
定
結
果

災
害
と

防
災

防
災
士
が
語
る

青
木
隆
之
防
災
士

　

災
害
と
防
災
の
記
事
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
1
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。

　

は
じ
め
の
頃
は
、
防
災
士
の
資

格
を
取
得
し
記
事
の
内
容
は
、
お

お
む
ね
防
災
の
備
え
な
ど
が
記
事

の
中
心
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
建
物
の
設
計

を
生
業
と
し
て
き
た
小
生
に
と
っ

て
、
建
物
の
耐
震
性
確
保
の
よ
う

な
、
耐
震
の
こ
と
を
記
事
に
し
て

い
く
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
1
・
2
年
の

間
に
も
気
候
災
害
は
も
と
よ
り
、

２
０
２
２
年
3
月
に
は
、
福
島
県

沖
で
震
度
6
強
の
揺
れ
に
対
し
、

新
幹
線
が
脱
線
し
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
す
ら
天
候
に
よ
る
災
害
が
あ

ま
り
に
も
多
い
た
め
、
い
つ
起
き

た
の
か
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

　

２
０
２
３
年
10
月
5
日
、
伊
豆

諸
島
・
鳥
島
沖
を
震
源
に
津
波
注

意
報
が
発
令
さ
れ
て
お
り
、
今
回

も
地
震
の
こ
と
に
つ
い
て
掘
り
下

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
都
防
災
会
議
に
よ
る
と
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の
都

心
南
部
直
下
型
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
震
度
6
強
の
震
度
は
、
23

区
の
6
割
程
度
と
推
測
し
て
い
ま

す
。
杉
並
区
は
武
蔵
野
台
地
の
中

央
部
に
位
置
し
て
い
る
た
め
に
23

区
で
は
、
相
対
的
に
震
度
は
2
番

目
に
強
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

（
一
番
は
練
馬
区
、三
番
目
は
豊
島

区
で
す
）。

　

で
す
が
、
3
本
河
川
が
蛇
行
し

て
軟
弱
地
盤
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を

宅
地
造
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
表
面
的
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

建
物
を
建
て
替
え
る
際
は
、
木
造

等
の
軽
量
建
物
の
調
査
費
用
は

5
万
〜
8
万
円
く
ら
い
で
で
き
る

の
で
、
ぜ
ひ
地
盤
調
査
を
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
河
ド
ラ
マ
で
は
今
、
江
戸
を

開
拓
す
る
ま
で
話
が
進
み
ま
し
た

が
、
都
内
で
徳
川
さ
ん
が
埋
め
立

て
た
場
所
は
、
や
は
り
弱
い
地
域

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
都
市
整
備
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
杉
並
区
内
の
地

名
の
何
丁
目
ま
で
、
細
か
く
「
地

震
に
関
す
る
地
域
危
険
度
測
定
調

査
」を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
自
身
の
防
災
対
策
の
参
考
に

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

9.1 防災学習会

い
の
ち
守
る
た
め
知
識
深
め
る

　

１
９
２
３
年
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
目
に
あ

た
る
9
月
1
日
、
杉
並
支
部
会
館
に
お
い
て
、
防
災
学
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
（
参
加
者
66
人
）
。
杉
並
区
防
災
課
、
早
坂
よ
し
ひ

ろ
都
議
会
議
員
、
吉
田
ビ
ー
バ
ー
ズ
隊
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
主
な
報
告
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

　

杉
並
区
防
災
課
事
業
調

整
推
進
係
・
岡
本
係
長
よ

り
、
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
用
い
て
、
大
地
震
が
発

生
し
た
場
合
の
初
動
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
災
後
、
自
宅
の
安
全

が
確
保
さ
れ
居
住
の
継
続

が
可
能
な
場
合
、
杉
並
区

で
は
「
在
宅
避
難
」
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
避
難
者
が
共
同
生

活
を
送
る
震
災
救
援
所
と

比
べ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

確
保
が
で
き
、
心
身
に
か

か
る
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
で

き
る
か
ら
で
す
。

　

避
難
が
必
要
な
場
合
は
、

電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落

と
し
、
空
き
巣
被
害
も
多

発
す
る
た
め
、
家
の
戸
締

り
を
し
て
震
災
救
援
所
へ

向
か
い
ま
す
。

■
備
蓄
品
の
準
備

　

食
料
は
最
低
3
日

分
、
飲
料
水
1
人
1
日

3
ℓ
、
生
活
用
品
や
常
備

薬
な
ど
を
備
蓄
し
ま
し
ょ

う
。
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
（
食
料
品
や
日
用
品
を

少
し
多
め
に
買
い
置
き
、

普
段
の
生
活
の
中
で
定
期

的
に
使
い
な
が
ら
買
い
足

し
、
常
に
一
定
量
を
保
つ

方
法
）
を
推
奨
、
防
災
用

品
の
あ
っ
せ
ん
も
杉
並
区

で
は
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

■
火
災
等
対
策

　

震
度
5
以
上
の
地
震
を

感
知
す
る
と
、
自
動
的
に

ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
て

電
気
を
止
め
る
「
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
」
の
設
置
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

　

い
の
ち
を
守
る
こ
と
、

被
害
を
減
ら
す
こ
と
が
防

災
対
策
の
最
大
の
目
的
、

と
早
坂
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
で
は
9
割
が
溺

死
で
あ
り
、
１
９
９
５
年

の
阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
8
割
が
圧
死
・
窒
息
死

で
し
た
。
さ
か
の
ぼ
れ
ば

１
９
２
３
年
の
関
東
大
震

災
で
は
9
割
が
焼
死
、
発

生
が
危
惧
さ
れ
る
首
都

直
下
型
地
震
の
被
害
想

定
は
、
焼
死
が
6
割
、
圧

死
・
窒
息
死
が
4
割
で
９
、

７
０
０
人
が
死
亡
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
起
き
る
と
マ
ス

コ
ミ
は
被
災
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
こ
な
い
、
温

か
い
食
事
や
入
浴
、
仮
設

住
宅
の
設
営
な
ど
、
被
災

者
の
望
む
声
を
伝
え
る
こ

9月26日に杉並支部会館において、インボイス制度学習会が開催されました（参
加者77人）。講師は前参議院議員の大門実紀史（みきし）さんです。

杉
並
区
の
防
災
減
災
の
状
況

い
の
ち
を
守
る
こ
と
被
害
を
減
ら
す
こ
と

杉
並
支
部
ま
ち
の
救
助
隊
ビ
ー
バ
ー
ズ
の
活
動

と
が
あ
り
ま
す
。
避
難
生

活
の
質
の
向
上
は
誰
し

も
歓
迎
す
る
こ
と
で
す
が
、

亡
く
な
っ
た
人
の
声
に
も

耳
を
傾
け
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
声

は
、
今
生
き
る
人
の
い
の

ち
を
守
る
こ
と
―
耐
震
補

強
工
事
や
家
具
転
倒
防
止

器
具
―
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

首
都
直
下
型
地
震
に

お
け
る
杉
並
区
の
被
害
予

想
は
、
真
冬
の
夕
方
に
地

震
発
生
、
風
速
毎
秒
8
ｍ

の
場
合
、
死
者
２
３
９
人

う
ち
62
％
（
１
４
８
人
）

が
焼
死
、
延
焼
に
よ
り
７
、

７
０
０
棟
が
消
失
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
電
火
災
に
よ
る
出

火
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

が
有
効
で
す
。
土
建
さ
ん

の
協
力
で
ぜ
ひ
設
置
の
拡

充
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
木
密
地
域
の
建

物
の
耐
震
化
・
不
燃
化
や
、

狭
隘
（
き
ょ
う
あ
い
）
道

路
の
拡
張
も
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
情
報
の
確
保

　

震
災
救
援
所
が
記
載
さ

れ
た
「
杉
並
区
防
災
マ
ッ

プ
」
、
災
害
時
に
有
効
な

情
報
の
入
手
は
「
す
ぎ

ナ
ビ
」
、
防
災
・
防
犯
情

報
「
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
」
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
　

ビ
ー
バ
ー
ズ
の
災
害
救

援
活
動
は
、
自
分
を
含
む

家
族
の
安
全
が
確
保
さ
れ
、

活
動
が
可
能
な
メ
ン
バ
ー

が
あ
た
り
ま
す
。
災
害
発

生
か
ら
3
日
後
を
め
ど
に

区
内
5
箇
所
に
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
集
合

し
、
荻
窪
消
防
署
（
同
消

防
署
管
轄
の
ブ
ロ
ッ
ク
）

に
出
向
い
て
指
示
を
も
ら

い
ま
す
。
ビ
ー
バ
ー
ズ
隊

員
登
録
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
（
登
録
用
紙
は

支
部
に
あ
り
ま
す
）
。

　

現
在
、
杉
並
支
部
会
館

の
地
下
倉
庫
に
は
、
保
存

水
や
レ
ト
ル
ト
ご
飯
や
災

害
備
品
を
備
蓄
し
て
お
り
、

消
費
期
限
を
み
な
が
ら
入

れ
替
え
や
備
品
の
追
加
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ー
バ
ー
ズ
の
こ
れ
か

ら
の
活
動
計
画
と
し
て
は
、

東
京
防
災
学
習
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
（
す
ぎ
な
み
３
面

日
程
参
照
）
、
杉
並
区
や

消
防
署
、
地
域
防
災
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
防

災
力
の
格
差
を
無
く
し
、

災
害
に
備
え
る
〝
気
づ

き
〞
を
促
す
教
育
と
、
防

災
教
育
実
践
者
の
育
成
を

め
ざ
す
団
体
）
主
催
の
防

災
行
事
な
ど
へ
参
加
・
協

力
し
て
い
き
ま
す
。

杉並区防災課 岡本係長

ミスター防災　早坂 都議

吉田 ビーバーズ隊長

●軍事大国化をめざす背景
　アメリカは極東での軍事予算を縮小させるため、日
本に軍事費を肩代わりをさせている。兵器の爆買いに
より、日本本来の防衛予算内では成り立たなくなるた
め、軍事費を2倍（世界第3位の軍事大国）、5年間で総
額43兆円にする。2021年総選挙で、自民党はすでに
軍事費2倍化を公約にかかげていた。ロシアウクライナ
戦争が終結すると世論は変わる。今のうちに2倍化し
ようとしている。軍事費をめぐる政官財の癒着も深刻
だ。軍事大企業のパーティー券による多額の献金、防
衛省関係者の天下り、軍事大企業への優先発注という

構図ができあがっている。軍事vs軍事では戦争の道に
進むだけ。対話による平和外交を力強くすすめるべき。
●消費税とインボイス
　消費税は、収入に占める生活必需品の割合が高いた
め所得の低い人ほど重い負担。消費税減税は所得の低
い人から助かる。現状苦しんでいる人を助けるべきだ。
税における公平とは、負担能力に応じて納めること。イ
ンボイスを免税業者が発行できないと、取引先から排
除されるおそれがある。
　消費税を5％に減税することで単一税率になり、イン
ボイスは不要になる。

インボイス制度学習会9.26

消費税減税・インボイスの中止を

大
門
実
紀
史
前
参
議
院
議
員

66
人
が
参
加
し
ま
し
た

★インボイスの対応はそれぞれで異なるため、個別で組合にご相談下さい。
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10
月
当
初
人
員
３
、０
６
５
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹

介

者

上
原　

武
司

と
び

井

荻

田
口　

心
洋

花
岡　

千
寿
子

建
築
・
大
工

井

荻

花
岡　

真
人

大
島　

孝
子

鉄
骨

井

荻

大
島　

修
一

河
瀬　

公
彦

電
気

西

荻

転
入

住
友　

泰
星

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｇ

土
木
・
舗
装

西

荻

鶴
郷　

英
司

Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ

左
官

西

荻

久
慈　

継
人

葛
城　

英
司

建
物
サ
ー
ビ
ス

富
士
見

直
接
加
入

大
垣　

和
也

型
枠
大
工

阿
佐
谷

直
接
加
入

菅
原　

竜
規

防
水

阿
佐
谷

相
澤　

秀
明

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｖ
Ａ
Ｎ

と
び

中

央

田
中　

俊
悟

龍
光
寺　

眞
人

設
計
・
製
図

中

央

直
接
加
入

矢
澤　

良

板
金

中

央

矢
澤　

国
利

道
林　

奈
尾
美

床
・
内
装

浜

福

菅
原　

玲
子

齋
藤　

秀
斗

と
び

浜

福

早
川　

豪
紀

稲
垣　

欣
史

と
び

浜

福

早
川　

豪
紀

堂
谷　

健
悟

建
築
・
大
工

高

和

田
代　

浩
二

熊
澤　

泰
介

建
築
・
大
工

高

和

田
代　

浩
二

水
上　

彰

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

泉

南

直
接
加
入

■電気工事士■
【社員】
㈲リケン

代表　縫村　信秋
杉並区浜田山1-23-7
℡03-3290-0122

■配管工■
【社員】
斎喜工業㈱

代表　齋藤　隆男
杉並区大宮1-2-2-201
℡03-3328-9638

■防水■
【社員】
㈱奄防

代表　南　忠文
西東京市東町5-7-20
℡090-8030-8822

■造園工■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内　幸雄
杉並区堀ノ内2-7-7-101
℡03-6677-7168

■測量士・測量士補■
【社員・アルバイト】
リーベン開発設計㈱
代表　鈴木　成規
杉並区阿佐谷南3-31-14
℡03-3392-4735

■塗装・防水・電気・営業■
【社員】
㈱しんせん

代表　小笠原　健悦
杉並区堀ノ内3-49-7
横尾ビル１F
℡03-3311-2196

■塩ビシート専門■
【社員】
㈱ＵPstart

代表　相澤　秀明
杉並区永福1-39-9-106
℡03-6677-3747

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16

水村ビル１F
℡03-3331-2281

■揚重工■
【社員】
㈱秀英舎

代表　飯岡　秀斗
杉並区和田1-13-11-203
℡080-1230-6083

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

❶
一
側
足
場
の
使
用
範
囲
の
明
確
化

　

令
和
6
年
4
月
1
日
以
降
、
幅
が
１
ｍ
以
上

の
箇
所
に
お
い
て
足
場
を
使
用
す
る
時
は
、
原

則
本
足
場
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❷
足
場
の
点
検
時
に
は
点
検
者
の
指
名
が
必
要

点
検
項
目
の
追
加
、
点
検
者
の
氏
名
記
載

　

令
和
5
年
10
月
1
日
以
降
、
足
場
の
組
み
立

て
や
変
更
、
荒
天
後
の
点
検
は
注
文
者
（
元
請

け
）
が
お
こ
な
い
ま
す
が
、
作
業
前
は
、
使
用

す
る
事
業
者
が
お
こ
な
い
ま
す
。
不
備
を
見
落

と
し
た
場
合
は
、
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
（
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
参
照
く

だ
さ
い
）
。
都
内
で

も
、
監
督
署
に
よ
る

立
ち
入
り
調
査
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

組
合
活
動
の
秋

10.29

11.21

10.29
11.24

11.19

西部ブロックPALレクリエーション

事業所交流
事業所交流

ワカサギ釣り

東京防災学習セミナー

ゴルフコンペ
かわはぎ釣り大会

第21回東京土建まつり

　PALとは「ゼネコン現場の中から発言する現場従事者の会」の
ことです。賃金や労働環境の改善のため、現場からたくさんの
声を上げましょう！東京土建西部ブロック（杉並・中野・新宿・渋
谷・目黒・世田谷）でつながりましょう。詳細は、支部・高取まで。

　今年で関東大震災100年目を迎え、首
都直下型地震の発生が危惧されるなか、
今一度、災害に対する自身の備えを見直
してみませんか？　今回は２年ぶりに講
師を迎え、対面によって学習します。

　昨年秋に引き続き「事業所交流会ゴルフコンペ」を開催します。
プレー後は杉並支部会館に会場を移し、表彰式、並びに名刺交換
会をおこないます。詳細は支部・藤澤まで。

　2011年から始まった復興支援
活動は今年で12年目を迎えました。
今回も福島県南相馬市ボランティ
アセンターに登録し、旧警戒区域
内での作業をおこなう予定です。
参加にあたっての年齢制限はあり
ません。詳細は、支部・藤澤まで。

　事業所・事業主のつながり作りを目的とした新企画です。釣り
の後は、近くの懇親会会場にて釣果発表と表彰式、並びに名刺交
換会をおこないます。詳細は支部・藤澤まで。

　今年もスタンプラリーやス
テージショーをはじめ、各職体
験や丸太切り競争、建前など、
建築色をさらに強めた東京土建
まつりがやってきます。ご家族
揃って来場ください。また、各
分会のお手伝いにもご協力をお
願いします。

日　時

日　時

日　時

対　象

要　項

日　時

日　時

日　時

場　所

場　所

会　場

宿　泊

場　所

場　所

会　費

内　容

対　象

プレー費

会　費

会　費

対　象

10月29日（日）７時 　新宿西口工学院前　出発

山中湖

大人5,000円、小人3,000円

11月21日（火）19時

杉並支部会館３階

関東大震災100年出前講座

受講を希望する組合員・ビーバーズ隊員

※ YouTube杉並区公式チャンネルも参照ください

11月29日（水）7時28分 OUTINスタート

岡部チサンカントリークラブ 岡部コース

8,300円（昼食付・キャディーなし）

杉並支部所属の事業所代表者（代理可）

参加者は新ペリアにより順位決定

11月11日（土）～12日（日）7時 支部会館出発
蒲庭館（福島県南相馬市蒲庭字前迫12）
5,000円（宿泊費・交通費）

11月24日（金）現地7時

小網代丸十丸（神奈川県三浦市三崎町小網代1385-29）

12,000円　別途貸し竿1,000円

（乗船料・エサ代・氷・レク保険）

杉並支部所属の事業所代表者（代理可）

11月19日（日）10時～15時

杉並第十小学校グランド＆蚕糸の森公園

集え！ゼネコン従事者

見直そう！自身の備え

楽しく交流しよう！
つながれ！事業所・事業主

みんなで参加しよう！

11.11～12 被災地復興支援活動
福島県南相馬

旧警戒域内での作業を予定

　墜落災害などの労働災害に
より、年間約400人もの尊い
命が亡くなっています。厚生
労働省は、労働安全衛生規則
を一部改正し、足場からの墜
落防止措置を強化しました。

注目
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第 358 回

惠
子
さ
ん
の
群
に
所
属
し
ま
し
た
。　

　

分
会
で
は
組
織
部
長
も
経
験
し
ま
し
た
。

加
入
し
た
当
時
は
鈴
木
敏
夫
さ
ん
や
笹
本

達
郎
さ
ん
な
ど
、
個
性
的
な
メ
ン
バ
ー
が

多
く
、良
く
集
ま
っ
て
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

仲
が
い
い
人
た
ち
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
何
年
か
し
て
個
人
事
業
主
と
し

て
独
立
、
法
人
化
し
て
建
設
業
許
可
を
取

得
す
る
と
き
に
は
、
組

合
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

独
立
し
た
て
の
頃
は
、何

が
必
要
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
か
ら
。

　

仕
事
で
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
は
、
安
全
と

声
掛
け
で
す
。
現
場
の

工
期
が
迫
っ
て
く
る
と
、

と
か
く
周
り
の
安
全
配

慮
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、

労
災
事
故
に
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。ヒ
ヤ
リ
の

前
に
気
付
き
、
声
掛
け

し
、
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
。こ
の
心
が
け
が
良
い

仕
事
を
生
み
ま
す
。

　

趣
味
は「
日
本
酒
め
ぐ
り
の
旅
」で
す
。

数
あ
る
日
本
酒
の
中
で
も
高
知
県
土
佐
市

に
蔵
元
の
あ
る
「
亀
泉
（
か
め
い
ず
み
）
」

は
大
の
お
気
に
入
り
で
、現
地
を
訪
れ
、社

長
と
一
緒
に
呑
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ

の
日
本
酒
に
あ
う
肴
は
何
か
、
蔵
元
の
あ

る
町
は
ど
ん
な
町
か
、そ
こ
に
住
ん
で
い
る

人
柄
な
ど
、興
味
は
つ
き
ま
せ
ん
。

　

組
合
歴
も
30
年
を
超
え
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
り
、助
け
ら
れ
た
か
ら

こ
そ
、
今
の
自
分
が
あ
り
ま
す
。こ
の
思
い

を
忘
れ
ず
に
仕
事
に
打
ち
込
む
日
々
で
す
。

【
取
材　

双
木
淳
志
】

　

私
は
神
奈
川
県
座
間
市
の
出
身
で
す
。

「
博
司
」の
名
前
の
由
来
は
特
に
聞
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
「
城
条
」
と
い

う
苗
字
は
、相
模
原
市
上
磯
部
に
城
条
家
と

い
う
旧
家
が
残
さ
れ
て
お
り
、古
く
は
城
条

城
と
い
う
城
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
全
国
的

に
み
て
も
こ
の
苗
字
は
珍
し
い
の
で
、同
じ

先
祖
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。

　

高
校
卒
業
後
は
建
築
設

備
学
科
の
短
大
で
建
築
の

基
礎
を
学
び
ま
し
た
。
短

大
卒
業
後
は
ミ
サ
ワ
ホ
ー

ム
に
入
社
、
現
場
管
理
の

仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
祖

父
は
宮
大
工
、
父
親
は
大

手
ゼ
ネ
コ
ン
の
現
場
所
長

を
務
め
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、建
築
業
界
に
入
っ
た
の

も
自
然
の
流
れ
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
を
退
社

後
、荻
窪
に
あ
る（
株
）
小

泉
に
入
社
、
施
工
部
所
に

所
属
し
、
現
場
管
理
の
仕

事
を
続
け
ま
し
た
。こ
の
会
社
も
辞
め
る

こ
と
に
な
り
、次
の
会
社
が
決
ま
る
ま
で
の

間
、風
の
噂
で
聞
い
て
い
た
10
割
給
付
の
土

建
国
保
を
利
用
し
よ
う
と
思
い
杉
並
支
部

に
問
い
合
わ
せ
、梅
里
に
あ
っ
た
支
部
事
務

所
で
手
続
き
し
ま
し
た
。
27
〜
28
歳
の
頃

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
、久
我
山
に
住

ん
で
い
た
た
め
、
富
士
見
分
会
の
阿
部
智

安 全 と 声 掛 け

心 が け 仕 事 に 励 む

城
じょうじょう

条 博
ひろし  

司さん　富士見・現場管理

９
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

46
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員
が
病

気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く
な
っ
た
時

の
生
活
を
助
け
合
い
、
結
婚
や
出

産
、
仲
間
や
家
族
が
亡
く
な
っ
た

時
な
ど
に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の

助
け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を
受
け
て

い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

八
城　

幹
雄
（
井　

荻
）

柴
野　

汰
地
（
阿
佐
谷
）

石
原　

翔
哉
（
阿
佐
谷
）

城
間　

由
唯
（
企　

業
）

【
出
産
】

山
本　

健
太
（
井　

荻
）

横
山　

剛
道
（
富
士
見
）

島
尻　

康
彦
（
泉　

南
）

【
新
入
学
】

2
件

【
20
歳
】  

10
件

【
資
格
取
得
】

6
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

鈴
木　

愛
倖
（
井　

荻
）

秋
葉　

圭
太
（
井　

荻
）

酒
井　

敏
雄
（
西　

荻
）

池　
　

和
幸
（
西　

荻
）

稲
葉　

真
二
（
富
士
見
）

小
山　

郁
子
（
富
士
見
）

中
野
久
美
子
（
富
士
見
）

児
玉　

謙
治
（
富
士
見
）

片
岡　
　

巌
（
浜　

福
）

山
下　

一
平
（
浜　

福
）

上
原
き
み
ゑ
（
高　

和
）

高
瀬　
　

剛
（
高　

和
）

小
野
寺
勝
子
（
泉　

南
）

久
保
田
美
代
子
（
泉
南
）

戸
谷　

善
明
（
泉　

南
）

楠
本　

敦
夫
（
企　

業
）

濱
辺　

高
広
（
企　

業
）

ほ
か
2
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
家
族
死
亡
】

2
件

杉並区中小企業
光熱費高騰緊急
対策助成金

　杉並区は、エネルギー価格の
高騰により負担が増加している
区内中小業者に対し、光熱費の一
部を助成します。

■助成対象者
・区内に主たる事業所がある中小
事業者（法人の場合は区内に本
店登記があること）

■対象経費と給付額
・2023年４月～９月使用分の電
気・ガス料金

・最大６万円（事務所）ないし３万
円（自宅兼事務所）
※電気・ガス料金の合計が60万円
未満の場合

　

朝
８
時
30
分
に
勤
労
福
祉

会
館
前
を
バ
ス
で
出
発
。
早
く

着
い
た
た
め
、
浅
草
寺
の
周
辺

も
観
て
か
ら
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
へ
。

外
国
人
観
光
客
も
大
勢
い
て
、

コ
ロ
ナ
騒
動
の
終
わ
り
を
感

じ
さ
せ
る
状
況
で
し
た
。「
初

め
て
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
登
り

ま
し
た
。
」
と
い
う
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

反
り
と
起
り
（
む
く
り
）
が

特
徴
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
ガ

イ
ド
さ
ん
か
ら
は
「
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
の
杭
は
50
ｍ
を
３
日
で
、

東
京
タ
ワ
ー
は
25
ｍ
を
３
か

月
だ
っ
た
」
と
の
豆
知
識
も
。

　

つ
づ
い
て
吾
妻
橋
で
屋
形

船
に
乗
船
。
隅
田
川
を
下
り
、

お
台
場
で
停
泊
。
揚
げ
た
て

の
天
ぷ
ら
な
ど
を
つ
つ
き
な

が
ら
２
時
間
の
交
流
。
下
船

後
お
台
場
を
小
一
時
間
観
光

し
、
杉
並
に
は
５
時
前
に
到
着
。

東
京
再
発
見
の
一
日
で
し
た
。

　

西
荻
分
会
の
秋
の
日
帰
り
旅
行
は
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
屋
形
船
。９
月

10
日（
日
）に
39
人
の
参
加
で
お
こ
な

い
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、
意
外
に

訪
ね
る
機
会
の
な
か
っ
た
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
や
屋
形
船
を
楽
し
み
ま
し
た
。

お台場での一枚。左官
の山内祐輔さんと蒔斗く
ん。分会の仲間が作った
バルーンの剣を手に。

東
京
の
見
ど
こ
ろ

ま
だ
ま
だ
あ
る
ね

西荻分
会 39人でスカイツリー・屋形船

反
り
と
む
く
り
が
特
徴

城条 博司さん

晴天に恵まれ39人が参加

詳しくはコチラ
を参照ください


